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実験動物には、 12時間絶食とした Lewis 系雄性ラット (200司250g) を用いた。肝の虚血再潅流は血管用プルドッ
ク鉛子で、門脈・肝動脈を一括クランプ(以下、全肝阻血)し、 5 分、 15分、 30分間肝への全血流を遮断した。同様








1 )レーザードップラー組織血流計で測定した再潅流後の肝組織血流は 5 分、 15分、 30分虚血いずれも、全肝阻血で
は、二相性の増加を示した。血流のピークは、それぞれ血流再開後、 4 分と 18分に認めた。一方、肝動脈結紫術
後の門脈遮断では、再潅流後の肝組織血流はー相性に増加し、 3 分に血流ピークを認めた。
2 )生体顕微分光分析装置を用い測定した肝類洞内血流では、再潅流後の肝類洞内の赤血球速度とヘモグロビン酸素




























脈を結染切離した後、門脈のみをクランプし、それぞれ 5 分、 15分、 30分間血流遮断の後、釦子を除去し、 30分間肝
組織血流を連続測定した。レーザードップラー組織血流計で測定した肝組織血流と生体顕微分光分析装置で測定した
肝類洞内赤血球速度は、全肝阻血では再瀧流後二相性の変化を認めたが、肝動脈結染術後の虚血再濯流では第一相の
ピークのみ認められたD 生体顕微分光分析装置で測定した肝類洞内赤血球ヘモグロビン酸素飽和度と燐光酸素分圧計
測装置で測定した肝組織酸素分圧は、全肝阻血では再濯流後二相性の変化を認め、第二相の酸素飽和度と酸素分圧が
高く、肝動脈結染術後では第一相のピークのみ認められた。超音波トランジェットタイム血流計で測定した全肝阻血
再濯流後の門脈と肝動脈血流のピークは、それぞれ第一相及び第二相のピークに一致した。
以上より、全肝虚血再濯流後の肝組織血流の回復は早期に門脈血流優位の増加を認め、酸素飽和度及び酸素分圧の
高い肝動脈血流は後期に増加を認め、門脈血流と肝動脈血流の回復過程に相異を認めた。
本研究で得られた結果は、虚血再瀧流後の肝血流を考える上で新しい知見であり、臨床的にも重要であると考えら
れ、学位の授与に値すると考えられる。
8生n,“ 
